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平成12年度の各会計決算がまとまり

ました。「市の財政」というと親しみに

くいかもしれませんが、皆さんの暮ら

しと密接にかかわりがあります。納め

られた税金がどのように使われたのか、

その概要をお知らせします。

本願清水イK3（7）S－（；夫然記念物整備活用巣剽：

－般会計

歳
入

　

歳
入
総
額
は
百
七
十
億
二
千
六

亘
二
十
七
万
一
千
円
（
前
年
度
比

九
・
五
％
減
）
。

　

歳
入
で
最
も
多
い
の
は
前
年
同

様
に
地
方
交
付
税
で
、
全
体
の
I
ニ

ー
ニ
％
で
す
。
地
方
交
付
税
は
自
主

財
源
が
乏
し
い
自
治
体
に
対
し
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

自
主
財
源
の
大
黒
柱
で
あ
る
市

税
は
、
二
三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

市
税
の
中
心
で
あ
る
市
民
税
と
固

定
資
産
税
は
、
前
年
度
に
比
べ
減

収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
債
は
市
の
借
入
金
で
す
。
十

二
年
度
末
の
市
債
（
－
般
会
計
）

現
在
高
は
、
約
百
十
五
億
円
で
す
。

市
税
の
内
訳

市民一人当たりの市税負担額

　　　　　

96．355円（98．420円） （）内は前年度

特
別
土
地
保
有
税

入
湯
税

5円

（6円）

軽自動車税

1，676円

（1．611円）

都市計画税

3，842円

（3，941円）

たばこ税

5，136円

（5，282円）

市民税

38，903円

（40，905円）

固定資産税

46，793円

（46，675円）

（441．975円）O内・に前年度

その他

議会費

労働費

災害
復旧費

18，751円

（29．692円）

消防費

13，580円

（13．005円）

商工費

15，915円

（18．074円）

公債費

35，937円

（34．413円）



歳
出

　

歳
出
は
、
百
六
十
二
億
九
千
五

百
九
十
八
万
五
千
円
（
前
年
度
比

九
・
七
％
減
）
で
す
。

　

目
的
別
決
算
は
事
業
の
種
類
・

量
に
よ
り
、
毎
年
、
金
額
が
変
わ

り
ま
す
。
平
成
十
二
年
度
は
、
農

林
水
産
業
費
が
塚
原
の
農
道
や
用

水
の
整
備
な
ど
で
大
幅
に
増
額
。

ま
た
、
陽
明
中
学
校
の
大
規
模
改

造
や
本
願
清
水
イ
ト
ヨ
の
里
の
整

備
、
な
ど
で
教
育
費
が
大
幅
に
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

圈圃瓦筆liらねa・ヽる1ヒ部第Ξ回憂匪錘膜湘

計合出歳
『

　
5
円
雪

16
｀
ヽ

目
的
別
決
算
額

性
質
別
決
算
額

目
的
別
決
算

　

民
生
費
（
二
八
・
○
％
）
、
土

木
費
二
四
・
六
％
）
、
教
育
費

二
三
・
八
％
）
、
農
林
水
産
業

費
（
一
二
・
九
％
）
な
ど
が
大
き

く
占
め
て
い
ま
す
。

性
質
別
決
算

　

投
資
的
経
費
と
な
る
普
通
建
設

事
業
費
が
最
も
多
く
二
九
。
三
％
。

以
下
、
人
件
費
（
一
八
・
一
％
）
、

物
件
費
二
一
・
九
％
）
な
ど
が

大
き
く
占
め
て
い
ま
す
。

主な建設事業の決算額

◆農村総合整備事業（農林水産業費）

　

……………4イ意9，044万1千円

◆北部第三土地区画整理事業

　　　　　　　　　　　　　

（土木費）

　

‥‥‥‥‥‥‥‥4イ意ワ，254万ワ千円

◆陽明中学校大規模改造事業（教育費）

　

……………3イ意3，161万1千円

◆林業地域総合整備事業

　　　　　　　　　　

（農林水産業費）

　

……………1イ意5，714万4千円

◆天然記念物整備活用事業（教育費）

　

…………………1イ意3，000万円

◆市単道路・河川整備事業土木費）

　

‥‥‥‥‥‥‥‥3イ意5，692万3千円

歳出を市民一人当たりに換算すると401，053円

民生費

64，032円

（78．624円）

土木費

58，696円

（50，383円）

教育費

55，312円

（44，280円）

誹水産顛

51，920円

（34，988円）

衛生費

45，391円

（93．889円）

総務費

41，519円

（44．627円）

企業会計決算額
水道事業

収益的

収支

歳入1億2，433万7千円

歳出1億2，395万9千円

差引37万8千円

資本的

収支

歳入4，980万6千円

歳出5，826万6千円

差引△846万円

（不足額は、留保資金で補てん）

特別会計決算額
国民健康保険事業

歳入27億5，374万9千円
歳出26億3．560万6千円
差引1億1，814万3千円

老人保健事業

歳入45億7，587万1千円
歳出45億1，669万3千円
差引5，917万8千円

簡易水道事業

歳入6，451万7千円

歳出5，882万4千円

差引569万3千円

農業集落排水事業

歳人6億7，946万1千円

歳出6億6．698万3千円
差引1，247万8千円

下水道事業

歳入12億1，222万5千円

歳出12億1，222万5千円

差引O円

介護保険事業

歳人16億6，485万9千円
歳出15億6．554万7千円
差引9．931万2千円



知
っ
て
い
ま
す
か
？
・

宿
営
尨
吻
緊
急
避
口
一
場
ｍ

邸
一
ヵ
所
に
標
識
を
設
置

　

い
つ
襲
っ
て
く
る
か
分
か
ら
な

い
自
然
災
害
。
地
震
や
水
害
な
ど
、

日
本
各
地
で
多
く
の
命
が
危
険
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
災
害
に

備
え
、
日
ご
ろ
か
ら
避
難
場
所
や

避
難
経
路
の
点
検
・
整
備
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
年
度
に
は
防
災
マ
ッ
プ

を
全
戸
に
配
布
、
平
成
十
二
年
度

に
は
、
市
内
十
七
ヵ
所
の
拠
点
避

難
所
と
市
街
地
に
あ
る
二
十
五
力

所
の
自
主
避
難
所
に
避
難
標
識
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

災
害
な
ど
で
避
難
の
勧
告
や
指

示
が
出
さ
れ
た
場
合
、
ま
ず
近
く

の
自
主
避
難
所
に
避
難
し
ま
す
。

　

そ
の
後
必
要
に
応
じ
て
拠
点
避

難
所
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）
へ
移
動

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

自
主
避
難
所
は
公
園
や
広
場
、

集
会
所
や
集
落
セ
ン
タ
i
な
ど
、

各
町
内
会
や
集
落
な
ど
で
自
主
的

に
定
め
て
い
ま
す
。
万
一
に
備
え

て
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
準
備
が
大
切

　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

数
日
間
、
外
部
か
ら
の
救
援
が
期

待
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、

非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

●
主
な
非
常
持
ち
出
し
品
の
例

・
食
糧
、
水
（
最
低
I
二
日
間
分
）

・
照
明
器
具

・
携
帯
ラ
ジ
オ

・
救
急
医
薬
品
（
常
備
薬
）

・
貴
重
品

・
小
銭

・
衣
類

・
ヘ
ル
メ
ッ
ト

　

荷
物
の
量
は
男
性
約
1
5
j
、
女

性
約
1
0
ご
が
目
安
で
す
。
ま
た
、

年
に
I
度
は
、
食
糧
の
保
存
期
間

や
電
池
の
使
用
推
奨
期
間
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
生
活
が
長
く
な
る
場
合
な

ど
に
備
え
、
こ
れ
ら
以
外
に
必
要

な
も
の
を
家
族
で
話
し
合
つ
て
お

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
自

宅
か
ら
自
主
避
難
所
ま
で
の
経
路

を
あ
ら
か
じ
め
二
つ
以
上
決
め
て

お
き
、
地
図
な
ど
に
記
入
し
て
普

段
か
ら
確
認
し
て
お
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
災
害
時
に
身
を

寄
せ
る
避
難
所
や
、
落
ち
合
う
場

所
、
緊
急
時
の
連
絡
先
な
ど
を
家

族
同
士
で
確
認
し
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

避
難
心
得
1
0
力
条

・
わ
が
身
と
家
族
の
安
全

・
す
ば
や
く
火
の
始
末

二
戸
を
開
け
て
出
口
を
確
保

・
火
が
出
た
ら
す
ぐ
初
期
消
火

・
慌
て
て
外
に
飛
び
出
さ
な
い

・
狭
い
路
地
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
は



拠点避難所の対象区域一覧表（n．－。n・）

拠点避難所 電話番号 避難所利用対象区域

有終西小学校 66－2217
栄町1区、栄町2区、城町全区、本町全区、元町全区、明倫町全区、

錦町全区、大和町全区、日吉町1区、日吉町2区、日吉町3区

有終南小学校 65－6690
弥生町全区、春日1丁目全区、春日2丁目全区、春日3丁目全区、

篠座町、上篠座1区、上篠座2区、百里、若杉町、国時町

有終東小学校 66－6550
有明町、吉野町、美里町、美川町全区、月美可、清和町、幸町、東中、

中核可全区、中保、菖蒲池

小山小学校 66－2910
下舌、上舌、阿難祖地頭方、阿難祖領家、上黒谷、下男谷、上荒井、

深井、右近次郎、下舌下1［X、下舌下2区、千歳、南春日野

乾側小学校 65一6661 大門、尾永見、坂戸、花山、下丁、中丁、上丁、犬山

下座小学校 66－2350
中野町1丁目、中野町2丁目、西市、庄林、太田、大矢戸、小矢戸、

西大月、新町、中荒井町1丁目、矢、北大野、水落町全区、要町、城北町

開成中学校 65一4680
栄町3区、清瀧、天神町、糸魚町、高砂町全区、日吉町4区、

日吉町5区、日吉町6区、春日野、新庄、鍬掛、飯降

陽明中学校 65ー1120
中津川、東中津川、東大月、南新在家、横枕、堂本、友江、色里、東中野町、

中荒井町2丁目、陽明町1丁目全区、陽明町2丁目、陽明町3丁目、陽明町4丁目

上庄小学校 64一1331
稲郷、上堀、東山、御給、友兼、開発、森政領家、医王寺、森政地頭、

下郷、諸島、中堀、下堀、北御門、吉

上庄中学校 64－1300
犬西出、中西出、中村町、荒子町、木本領家、森山、西山、平沢、今井、

佐開、上五条方、下五条方、野中、榎、西据、宝慶寺

富田小学校 66一4150 七板、土打、上野、雷鳴、新田、下麻生鳴、川上

蕨生小学校 66－4120 木落、蕨生、下唯野

森目小学校 65一1101 森目、新月原、土布子

尚徳中学校 66－41引 田野、井ノロ、新塚原、富塚、塚原

阪谷小学校 6ワ一1012
伏石、柿ヶ嶋、八町、森本、松丸、萩ヶ野、花房、不動堂、石谷、大月、

御領、橋爪、蓑道、落合、堂嶋、金山、小黒見

六呂師小学校 6ワー1210 南六呂師

五箇公民館 65一6805 上打波、下打波、東勝原、西勝原

※上記の拠点避難場所以外に、災害の状況によっては、多田記念大野有終会館やエキサイト広場総合体育施設、老人センター

　

などの公共施設を第二次避難所（収容避難所）として活用します。

　

近
づ
か
な
い

・
山
・
が
け
崩
れ
に
注
意

・
避
難
は
徒
歩
、
荷
物
は
最
小
限

・
協
力
し
合
つ
で
応
急
救
護

・
路
上
駐
車
は
し
な
い

奥越地域防災基地

横
枕
に
防
災
基
地
が
完
成

　

奥
越
地
域
の
災
害
に
備
え
、
県

が
整
備
し
て
い
た
奥
越
地
域
防
災

基
地
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

建
物
は
、
床
面
積
四
百
十
六
平

方
μ
で
一
部
－
－
階
建
て
。
災
害
時

に
救
援
隊
の
指
揮
を
と
る
執
務
室

や
食
糧
な
ど
の
物
資
を
保
管
す
る

倉
庫
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
に

各
地
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
支
援
物

資
を
集
配
す
る
作
業
ス
ペ
ー
ス
な

ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
倉
庫
内
に
は
緊
急
時
の

食
糧
と
し
て
一
万
二
千
食
の
ク
ラ

ッ
カ
ー
や
ス
ー
プ
、
浄
水
機
、
毛

布
、
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
が
備
蓄
さ

れ
て
い
ま
す
。



生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　

～
第
三
次
大
野
市
保
健
計
画
～

　

市
で
は
、
市
民
や
事
業
所
、
関

係
団
体
や
行
政
が
、
お
互
い
に
協

力
し
な
が
ら
病
気
に
な
ら
な
い
た

め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
「
第
三

次
大
野
市
保
健
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
市
民
が
参
加
し
て
構
成

す
る
「
大
野
市
保
健
計
画
策
定
委

員
会
」
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
計
画

で
、
平
成
十
六
年
度
ま
で
の
健
康

づ
く
り
の
具
体
的
な
施
策
や
数
値

目
標
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
す
。

四
項
目
の
健
康
づ
く
り

　

計
画
で
は
健
康
づ
く
り
に
向
け

た
重
点
目
標
を
、
次
の
よ
う
に
定

め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
健
康
づ
く
り

・
出
産
や
育
児
に
対
す
る
不
安
を

　

解
消
す
る
た
め
に
、
知
識
の
普

　

及
を
図
り
ま
す
。

・
健
や
か
な
子
ど
も
を
は
ぐ
く
む

　

た
め
、
乳
幼
児
期
か
ら
正
し
い

　

生
活
習
慣
を
推
進
し
ま
す
。

・
病
気
の
早
期
発
見
と
治
療
の
だ

　

め
妊
婦
乳
幼
児
検
診
を
実
施
し

　

ま
す
。

働
き
盛
り
の
健
康
づ
く
り

・
働
き
盛
り
の
年
代
に
、
が
ん
で

　

死
亡
す
る
人
や
生
活
習
慣
病
に

　

か
か
る
人
が
減
少
す
る
よ
う

　

に
、
各
種
検
診
を
推
進
し
、
早

　

期
発
見
と
あ
わ
せ
て
生
活
習
慣

　

の
改
善
や
病
気
の
予
防
を
啓
発

　

し
ま
す
。

・
働
き
盛
り
の
年
代
か
ら
健
康
に

　

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

　

う
、
地
域
全
体
に
健
康
づ
く
り

　

と
生
活
習
慣
の
改
善
を
普
及
し

　

ま
す
。

元
気
老
人
の
健
康
づ
く
り

・
元
気
な
高
齢
者
で
い
て
い
た
だ

　

く
た
め
、
健
康
づ
く
り
を
推
進

　

し
ま
す
。

・
高
齢
者
の
骨
折
を
減
ら
す
た

　

め
、
転
倒
予
防
の
知
識
を
広
め

　

ま
す
。

・
寝
た
き
り
や
閉
じ
こ
も
り
を
予

　

防
す
る
た
め
、
高
齢
者
の
支
援

　

や
交
流
を
推
進
し
ま
す
。

各
期
共
通
の
健
康
づ
く
り

・
関
係
機
関
や
地
区
組
織
と
連
携

　

し
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

・
保
健
推
進
員
や
食
生
活
改
善
推

　

進
員
の
協
力
を
得
て
、
交
流
を

　

図
り
閉
じ
こ
も
り
を
予
防
し
ま

　

す
。

・
地
域
の
生
活
習
慣
や
環
境
の
実

　

態
を
把
握
し
、
住
民
の
健
康
づ

　

く
り
に
反
映
し
ま
す
。

十
六
年
度
に
向
け
数
値
目
標

　

ま
た
計
画
で
は
、
二
つ
の
具
体

的
な
数
値
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

・
五
年
後
に
四
十
～
五
十
歳
代
で

　

が
ん
で
死
亡
す
る
市
民
を
十
人

　

以
下
に
減
少
さ
せ
ま
す
。

・
五
年
後
に
市
民
の
生
活
改
善
実

　

施
率
（
自
分
で
健
康
を
得
よ
う

　

と
い
う
意
識
を
持
つ
人
・
現
状

　

で
は
四
七
・
七
％
）
を
六
五
％

　

に
引
き
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
国
が
平
成
十
二
年

か
ら
十
年
間
に
わ
た
り
実
施
し
て

い
る
「
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
国

民
健
康
づ
く
リ
運
動
（
健
康
日
本

2
1
）
」
や
、
県
が
平
成
十
五
年
を

目
標
に
進
め
て
い
る
、
人
生
九
十

年
時
代
を
見
据
え
た
健
康
づ
く
り

の
指
針
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
9
0
ヘ
ル
ス

プ
ラ
ン
」
な
ど
に
基
づ
く
も
の
で

す
。
今
後
、
市
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
た
「
生
涯
を
通
じ
た
健
康

づ
く
リ
」
の
実
現
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

定例
市議会

除
雪
車
の
更
新
な
ど

一
般
会
計
に
一
億
三
千
百
万
円
余
り
を
追
加

　

第
三
百
十
三
回
定
例
市
議
会

が
、
六
月
十
三
日
か
ら
二
十
七
日

ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
コ
般
会

計
補
正
予
算
案
」
や
「
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算
案
」
な
ど
六

議
案
を
審
議
。
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
リ
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
一
億
三
千
百
十
八
万

一
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額

は
百
四
十
六
億
千
四
百
十
八
万
一

千
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
て

六
・
六
％
の
減
で
す
。

　

主
な
事
業
は
、
社
会
福
祉
法
人

が
建
設
す
る
高
齢
者
向
け
優
良
賃

貸
住
宅
へ
の
補
助
、
北
部
第
三
土

地
区
画
整
理
事
業
で
整
備
し
て
い

る
フ
ォ
レ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
モ
デ
ル

住
宅
の
設
計
委
託
、
除
雪
車
の
更

新
な
ど
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
左
表
の

と
お
り
で
す
。

6月補正 一般会計の主な事業

◆総務費

　

・越美北線等利用促進事業…………1，150千円

◆民生費

　

・老人福祉センター管理運営事業…4，800千円

◆農林水産業費

　

・花き産地確立整備事業補助金……2，800千円

　

・地域農業担い手支援事業補助金……5，254千円

◆商工費

　

・自然公園内施設等管理経費…………620千円

◆土木費

　

・道路維持管理経費…………………7，000千円

　

・除雪車更新事業…………………22，298千円

　

・まちなみづ＜リ推進事業…………8，503千円

　

・高齢者向け優良賃貸住宅整備促進事業

　　

……………………………………69，116千円

◆教育費

　　

・IT学習講座推進事業……………4，718千円



求めます、大野を担う新し櫛引 市職員募集

　

大
野
市
で
は
来
年
四
月
採
用

の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。
I
般
採
用

採
用
予
定
人
員
【
一
般
職
】
事

　

務
＝
2
人
程
度
▼
技
術
＝
土
木

　

1
人
程
度
▼
保
育
士
＝
2
人
程

　

度
「
業
務
職
」
施
設
管
理
員
・

　

道
路
管
理
員
・
環
境
員
＝
3
人

　

程
度
▼
調
理
員
＝
1
人
程
度

受
験
資
格
【
一
般
職
】
高
校
卒

　

業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
人
で

　

昭
和
5
2
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

　

5
9
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
人
（
保
育
士
は
当
該
資
格
と

　

幼
稚
園
教
諭
1
種
ま
た
は
2
種

　

免
許
を
持
つ
人
か
平
成
1
4
年
3

　

月
3
1
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

　

人
）
「
業
務
職
」
施
設
管
理
員

　

・
道
路
管
理
員
・
環
境
員
＝
昭

　

和
4
6
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
9

　

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

　

人
▼
調
理
員
＝
昭
和
5
2
年
4
月

　

2
日
か
ら
昭
和
5
9
年
4
月
1
日

　

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
（
調
理
師

　

免
許
を
持
つ
人
か
平
成
1
4
年
3

　

月
3
1
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

　

人
）

試
験
日
程
【
一
次
】
教
養
試
験

　

・
適
性
検
査
・
作
文
試
験
＝
9

　

月
1
6
R
算
大
野
高
校
【
二
次
】

　

口
述
試
験
・
健
康
診
査
＝
m
o
月

　

3
回
高
市
役
所

申
込
受
付
期
間
8
月
I
R
爾
ヤ

　

2
1
日
犬
（
当
日
消
印
有
効
）

社
会
人
採
用

採
用
予
定
人
員
【
一
般
職
】
技

　

術
＝
土
木
1
人
程
度

受
験
資
格
就
業
歴
が
平
成
1
4
年

　

3
月
末
で
5
年
以
上
あ
る
昭
和

　

4
5
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
2
年

　

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　
　

（
土
木
の
専
門
技
術
を
修
得
し

　

て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
）

試
験
日
程
「
審
査
」
作
文
審
査

　

＝
申
し
込
み
時
に
「
社
会
人
採

　

用
試
験
の
応
募
に
際
し
て
」
の
課

　

題
で
提
出
【
試
験
】
適
性
検
査

　

・
作
文
試
験
・
口
述
試
験
・
健

　

康
診
査
＝
1
0
月
9
1
胃
⑥
市
役
所

申
込
受
付
期
間
8
月
1
日
困
～

　

9
月
1
4
R
蚤
（
当
日
消
印
有
効
）

申
し
込
み
手
続
き

申
込
書
の
請
求
市
総
務
部
総
務

　

課
職
員
係
へ
。
郵
便
の
場
合
は
、

　

封
筒
の
表
に
フ
し
り
職
試
験
申

　

込
書
請
求
」
ま
た
は
「
社
会
人

　

採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱

　

書
き
し
、
あ
て
先
を
明
記
し
た

　

も
の
を
添
え
て
1
2
0
円
切
手

　

を
同
封
の
う
え
請
求

申
し
込
み
方
法
必
要
事
項
を
記

　

人
の
う
え
直
接
ま
た
は
郵
送
で

申
込
書
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
先
〒
9
1
2
－
8
6
6

　

6
福
井
県
大
野
市
天
神
町
1
－

　

1
大
野
市
役
所
総
務
部
総
務
課

　

職
員
係
（
容
0
7
7
9
・
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
2
2
3
）

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ

刄
屈
j
ツ
効
報

B
＆
G
水
泳
大
会

　
　
　
　

参
加
者
募
集

市
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

日
時
9
月
2
R
面
午
前
9
時
～

場
所
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
i

対
象
小
学
生

種
目
自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
背
泳

　

ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
・
板
キ
ッ
ク

参
加
料
4
5
0
円
（
保
険
料
）

申
込
締
切
日
8
月
2
8
巳
㈹

申
し
込
み
．
問
い
合
わ
せ
先
B

　

＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
4
・

　

1
3
1
1
）

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
教
室

市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課

日
時
8
月
2
0
R
面
～
9
月
1
3
日

　

困
の
月
・
木
曜
日
午
後
7
時

　

3
作
0
分
～
（
全
8
回
）

会
場
市
工
牛
サ
イ
ト
広
場

参
加
料
2
0
0
円
（
保
険
料
含
）

対
象
市
内
に
在
住
か
勤
務
し
て

　

い
る
小
学
3
年
生
以
上

定
員
5
0
人
程
度

申
込
締
切
日
8
月
1
0
R
蚤

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
教

　

育
委
員
会
ス
ポ
i
ツ
課
（
豊
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
5
3
2
）

｜見童館の嘱託職員を募集

募集人員1人（採用予定日平成13年10月1日）

業務内容児童の遊びの指導、－般事務など

受験資格昭和48年4月2日から昭和58年4月1日

　

までに生まれた人

試験日程9月23日⑧午前9時～市役所（面接試験）

申込受付期間8月31日②（当日消印有効）

申し込み方法履歴書（市販のものに必要事項を記入）

　

と健康診断書（奥越健康福祉センタ一で行っている

　

健康診査と同程度のもの）を直接または郵送（封筒

　

の表に児童館嘱託職員受験と朱書き）にて提出

申し込み．問い合わせ先

　

〒912－8666大野市天神町1一1

　

市役所福祉課児童福祉係

　　　　　　　　　　　

（容66・1111内線474）

一
第
3
4
回
大
野
サ
ッ
カ
ー
大
会

市
サ
ッ
カ
ー
協
会

日
時
8
月
巧
巨
木
午
後
5
時
～

　

1
9
日
⑧

場
所
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
奥
越

　

ふ
れ
あ
い
公
園

資
格
大
野
市
・
勝
山
市
・
和
泉

　

村
の
I
般
お
よ
び
高
校
生
チ
i

　

ム
、
協
会
お
よ
び
高
校
の
監
督

　

が
認
め
た
チ
ー
ム

参
加
料
－
般
1
0
0
0
0
円
、

　

高
校
・
大
学
5
0
0
0
円

申
込
締
切
日
8
月
7
巨
㈹

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

松
井
憲
公
さ
ん
（
豊
6
5
・
7
3

　

3
4
）

弓
道
教
室
＆
弓
道
体
験

市
弓
道
連
盟

●
弓
道
教
室

　

日
時
8
月
刀
百
⑩
～
9
月
2
7

　
　

巨
困
ま
で
の
月
・
木
曜
日

　
　
　

（
計
1
0
回
）
午
後
7
時
3
J
分

　
　

～
9
時

　

参
加
料
2
0
0
0
円

●
弓
道
体
験

　

日
時
8
月
2
3
り
困
～
2
5
日
市

　
　

午
後
ワ
時
3
作
0
分
～
9
時

　

参
加
料
無
料

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

申
し
込
み
．
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
誠
一
さ
ん
（
容
6
6
・
3
7

　

3
ワ
）



偉康チェックの結果から⑤

「あなたは運動やスポーツを行つていますか」

も
つ
と
体
を
動
か
し
ま
し
よ
う

　

平
成
十
二
年
度
に
、
約
二
四
〇
〇
人
を
対
象
に
行
っ
た

健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
か
ら
、
当
市
の
生
活
習
慣
の
傾
向

を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
第
五
回
目
の
今
回
は

運
動
に
つ
い
て
で
す
。

大
野
で
は
三
人
に
一
人

　

当
市
で
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
週

一
回
以
上
行
な
っ
て
い
る
と
い
う

人
は
二
九
・
二
％
。
全
国
平
均
の

三
九
・
九
％
と
比
較
す
る
と
I
〇

％
以
上
も
低
く
、
体
を
動
か
す
習

慣
を
持
つ
人
が
少
な
い
傾
向
に
あ

る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

男
性
に
多
い
運
動
不
足

　

男
女
別
・
年
代
別
に
み
る
と
、

六
十
歳
代
で
は
男
性
三
∇
二
％

・
女
性
四
五
・
六
％
、
五
十
歳
代

で
は
、
男
性
二
二
・
二
％
・
女
性

三
六
・
二
％
、
四
十
歳
代
で
は
男

性
一
六
△
一
％
・
女
性
二
六
・
五

％
と
い
ず
れ
の
年
代
で
も
、
女
性

よ
り
男
性
ほ
う
に
運
動
す
る
人
が

少
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
若
い
年
代
ほ
ど
運
動
を

行
う
機
会
が
少
な
い
傾
向
に
あ
る

た
め
、
積
極
的
に
体
を
動
か
す
こ

と
が
望
ま
れ
ま
す
。

運
動
の
効
果

運
動
に
は
気
分
の
リ
フ
レ
ツ
シ

ユ
や
血
行
の
促
進
、
高
血
圧
や
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
改
善
、

肥
満
の
解
消
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効

果
が
あ
り
ま
す
。

無
理
を
し
な
い
で

　

運
動
を
続
け
て
行
う
こ
と
で
体

力
が
つ
き
、
高
齢
期
の
介
護
予
防

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

運
動
は
、
体
の
た
め
に
よ
い
こ

と
だ
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
続
け

て
行
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
も

の
。
定
期
的
に
運
動
を
行
う
た
め

に
は
、
ま
ず
無
理
を
し
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。
友
人
や
家
族
と
一

緒
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
歩
く
こ
と
）

を
し
た
り
、
公
民
館
で
活
動
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
た
り
。

楽
し
く
マ
イ
ペ
ー
ス
で
続
け
ら
れ

る
よ
う
工
夫
を
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
体

操
教
室
や
ダ
ン
ベ
ル
体
操
、
プ
ー

ル
で
の
腰
痛
体
操
な
ど
健
康
づ
く

り
に
役
立
つ
い
ろ
い
ろ
な
講
座
を

開
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機

会
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

0157（食中毒）にご用心

　

夏は病原性大腸菌0157による食中毒が発生し

やすい季節です。感染すると腹痛や下痢などを引き

起こします。

　

食中毒予防の三原則は、菌を「付けない・増やさ

ない・生かさない」。調理をするときには、次のこ

とに気をつけましょう。

　

・食品はできるだけ新鮮なものを購入し、すぐに冷

　

蔵庫などに入れる

・肉や魚などは、他の食品に肉汁などがかからない

　

よう、ビニール袋や容器に入れて保存する

・調理や食事の前には、十分に手を洗う

・肉や魚を切ってから野菜などを切る場合は、包丁

　

やまな板をよ＜洗い熱湯をかけてから使う

・余った食品で、少しでも腐る恐れのあるものは、

　

思い切って捨てる

　

もし、腹痛やおう吐、下痢などを起こしたら、す

ぐにかかりつけの医師などに診てもらいましょう。

皆さんの傭裔づくりを後押しします・倶傭センター（豊65・7333）
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電
話
勧
誘
販
売
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
悪
徳
商
法
の
中
で
、

何
回
も
被
害
に
遭
い
や
す
い
も
の
の
ひ
と
つ
で
す
。
職
場

や
自
宅
に
突
然
電
話
が
か
か
り
、
商
品
や
資
格
に
関
す
る

契
約
な
ど
に
つ
い
て
、
あ
の
手
こ
の
手
で
し
つ
こ
く
勧
誘

し
て
き
ま
す
。

た
く
み
な
勧
誘

　

電
話
勧
誘
販
売
は
、
た
く
み
な

話
術
と
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
使
っ

て
勧
誘
し
て
き
ま
す
。
代
表
的
な

も
の
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
例

が
あ
り
ま
す
。

・
高
圧
的
な
態
度
で
、
し
つ
こ
く

　

勧
誘
し
て
く
る

・
知
人
や
友
人
の
紹
介
で
あ
る
と

　

か
、
そ
の
大
た
ち
が
す
で
に
購

　

入
し
た
な
ど
と
い
う
話
を
す
る

・
高
額
な
お
礼
や
ア
ル
バ
イ
ト
収

　

大
が
あ
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
す

資
料
や
サ
ン
プ
ル
に
要
注
意

　

勧
誘
の
際
に
「
後
日
、
資
料
を

送
付
し
ま
す
の
で
ご
検
討
く
だ
さ

い
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
「
資
料
」

は
必
ず
し
も
無
料
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
見
本
と
言
っ
て
実
は

買
い
取
り
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
資
料
や
見
本
商
品
な
ら
ば

タ
ダ
だ
ろ
う
と
気
楽
に
考
え
ず
、

ハ
ッ
キ
リ
と
「
い
り
ま
せ
ん
」

「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
ま

し
ょ
う
。

職
場
に
か
か
っ
て
き
た
場
合

　

会
社
に
か
か
っ
て
来
る
電
話

は
、
な
か
な
か
強
く
断
り
づ
ら
い

も
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は

「
仕
事
中
で
忙
し
い
」
を
理
由
に

切
る
の
が
有
効
で
す
。
ま
た
「
そ

の
よ
う
な
内
容
は
お
受
け
で
き
ま

せ
ん
」
な
ど
と
き
っ
ぱ
り
断
わ
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

両
親
は
身
近
な
先
輩

　

未
成
年
や
社
会
に
出
て
間
も
な

い
人
は
、
経
験
不
足
な
ど
か
ら
、

し
つ
こ
い
勧
誘
に
遭
う
場
合
が
多

い
よ
う
で
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き

は
、
両
親
の
力
を
借
り
る
の
も
一

つ
の
手
。
両
親
は
一
番
身
近
な
先

輩
で
す
。
自
分
だ
け
で
は
断
リ
き

れ
な
い
場
合
な
ど
は
、
父
親
な
ど

に
替
わ
っ
て
も
ら
い
、
は
っ
き
り

断
っ
て
も
ら
う
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

あ
い
ま
い
に
答
え
な
い

　

し
つ
こ
く
勧
誘
を
う
け
て
も

「
え
え
ま
あ
」
や
「
考
え
て
み
ま

す
」
な
ど
あ
い
ま
い
な
返
事
を
せ

ず
、
必
要
が
な
い
と
思
っ
た
ら
、

ハ
ッ
キ
リ
と
断
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
財
産
に
関
す
る
こ
と

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
関
す
る

こ
と
な
ど
個
人
情
報
に
つ
い
て
聞

か
れ
て
も
「
嫌
で
す
」
と
か
「
す

み
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
の
に
は
答

え
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
の

で
」
と
は
っ
き
り
答
え
、
内
容
を

教
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

す
ぐ
に
ご
相
談
を

　

電
話
勧
誘
販
売
で
は
、
契
約
書

（
申
込
書
）
を
受
け
取
っ
た
日
か

ら
八
日
間
以
内
に
書
面
で
申
し
出

れ
ば
、
無
条
件
で
解
約
で
き
る
ク

ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
制
度
が
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。
も
し
被
害
に
遭
っ

た
ら
、
I
人
で
悩
ま
ず
、
市
や
県

の
相
談
窓
口
に
す
ぐ
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

・
福
井
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
奥

　

越
相
談
室
（
酋
6
5
・
1
2
8
0
）

　

木
・
金
の
み
開
設

・
市
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
（
下

　

記
連
絡
先
）

お買物には

マイバックを

持参しましよう

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ容66・1111内線464（Iふ；）
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圖一圖

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
き
6
6
・
1
1
1
士

今月のスナップ

半夏生といえば…

＜Iるー・39登場 春日ソフトボール

　

スポーツ少年団

「
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
」
を
合
言
葉
に

　

春
日
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
は
六
月
に
行
わ
れ
た
「
第

十
六
回
県
小
学
生
男
子
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
」
で
見
事
優
勝
。

八
月
三
日
か
ら
滋
賀
県
で
行
わ
れ

る
全
国
大
会
へ
初
出
場
し
ま
す
。

　

監
督
の
福
田
さ
ん
は
「
一
回
戦

で
優
勝
候
補
を
破
り
弾
み
が
つ
い

た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
決
勝
で
も

練
習
試
合
で
こ
れ
ま
で
勝
っ
た
こ

と
の
な
い
チ
ー
ム
を
破
っ
て
の
優

勝
で
す
か
ら
ね
。
ウ
チ
は
打
撃
よ

り
も
守
備
の
チ
ー
ム
。
み
ん
な
で

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
戦
っ
た

こ
と
が
結
果
に
つ
な
か
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
」
と
大
会
を
振
り
返

り
ま
す
。

　

現
在
の
団
員
は
三
年
生
か
ら
六

年
生
の
十
五
人
。
主
将
の
長
谷
川

大
士
君
は
「
全
国
大
会
で
は
日
ご

ろ
練
習
し
て
き
た
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
た
い
。
ま
ず
は
一
つ
勝
ち

た
い
で
す
」
と
抱
負
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

選
手
の
み
ん
な
も
「
緊
張
か
ら

硬
く
な
っ
て
ミ
ス
を
し
な
い
よ
う

気
を
つ
け
た
い
」

　

「
福
井
の
代
表
と

し
て
恥
ず
か
し
く

な
い
試
合
を
し
た

い
」
と
気
合
が
入

り
、
一
丸
と
な
っ

て
練
習
を
重
ね
て

い
ま
す
。

　
　

「
全
国
大
会
で

は
勝
ち
負
け
よ
り

も
内
容
の
良
い
試

合
を
と
思
っ
て
い

ま
す
。
気
を
抜
い

た
と
き
の
小
さ
な

ミ
ス
か
ら
試
合
が

決
ま
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
か
ら
ね
。

会
場
の
雰
囲
気
に

の
ま
れ
ず
に
県
の

代
表
と
し
て
、
自

信
を
持
っ
て
プ
レ
ー
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
」
と
監
督
さ
ん
。
関

心
の
あ
る
人
、
練
習
試
合
の
申
し

込
み
な
ど
は
福
田
政
史
さ
ん
（
豊

6
5
・
3
5
8
5
）
ま
で
。

フックトーク

たいt

子一一フ～一牛懸命～

『
飛
行
機
雲
の
空
』

　

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
て

五
十
年
あ
ま
り
。
戦
争
を
体
験
と

し
て
語
る
こ
と
の
で
き
る
人
が
、

だ
ん
だ
ん
と
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
活
字
と
い
う

形
で
、
戦
争
体
験
を
後
世
に
残
し

伝
え
て
い
く
こ
と
が
、
現
在
で
は

重
要
な
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
高
井
善
弘
さ
ん
（
大

野
市
在
住
）
が
、
白
身
の
体
験
を

ま
と
め
た
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

当
時
中
学
生
だ
っ
た
高
井
さ
ん

は
、
学
徒
勤
労
動
員
と
し
て
名
古

屋
の
飛
行

機
工
場
へ

派
遣
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
時
に

体
験
し
た

寮
生
活
の

様
子
な
ど

が
、
著
者

の
記
憶
、

著
者
や
仲
間
の
日
記
を
基
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　

家
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
食
べ
物

を
み
ん
な
で
一
度
に
食
べ
て
し
ま

っ
た
話
や
飯
ご
う
を
使
っ
て
こ
っ

そ
り
ご
飯
を
炊
い
た
話
な
ど
、
食

料
が
不
足
し
て
い
た
当
時
の
状
況

が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
B
2
9
（
長
距
離
大
型
爆

撃
機
）
に
よ
り
幾
度
と
な
く
繰
り

返
さ
れ
た
空
襲
。
戦
争
を
知
ら
な

い
世
代
に
と
っ
て
は
、
衝
撃
的
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

筆
者
が
夏
目
漱
石
の
文
体
を
ま

ね
て
書
い
た
文
は
、
旧
字
体
の
文

字
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
最
初
は
慣
れ
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
漢
字
に
ふ
目
ソ
が
な
が
添

え
ら
れ
た
文
か
ら
は
、
漱
石
文
学

の
よ
う
な
言
葉
の
響
き
を
味
わ
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

現
在
以
上
に
、
だ
れ
も
が
「
生

き
る
」
こ
と
に
一
生
懸
命
だ
っ
た

時
代
。
当
時
の
中
学
生
の
生
き
る

姿
と
、
そ
の
目
か
ら
見
た
戦
争
を

感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　

名古屋

　　

『飛行機雲の空』

　

學徒勤労動員の思ひ出

高井善弘著（自費出版）
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夏
の
楽
し
み
「
お
お
の
城
ま
つ
り
」

　

昭
和
四
十
－
二
年
、
越
前
大
野
城

の
完
成
を
き
つ
か
け
に
始
め
ら
れ

た
「
お
お
の
城
ま
つ
リ
」
も
今
年

で
三
十
四
回
目
。
今
回
は
、
城
ま

つ
り
に
関
し
て
寄
せ
ら
れ
た
ひ
と

こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
も
お
盆
休
み
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。

　

最
近
は
長
期
休
暇
を
利
用
し
、

国
内
や
海
外
へ
旅
行
に
出
か
け
る

人
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
私
は
大

野
の
夏
を
彩
る
一
大
イ
ベ
ン
ト

「
お
お
の
城
ま
つ
リ
」
を
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

都
会
か
ら
帰
っ
て
く
る
家
族
や

兄
弟
も
、
ふ
る
さ
と
で
過
ご
す
夏

休
み
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

て
、
－
緒
に
花
火
大
会
に
出
か
け

た
り
「
お
お
の
お
ど
リ
」
に
出
か

け
た
り
と
、
ゆ
っ
く
り
と
里
帰
り

を
楽
し
ん
で
い
き
ま
す
。

　

私
は
真
名
川
の
河
川
敷
で
行
わ

れ
る
花
火
大
会
が
特
に
好
き
で
、

毎
年
ど
ん
な
の
が
打
ち
上
げ
ら
れ

る
の
だ
ろ
う
と
、
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
花
火
の
前
に
行

わ
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
太
鼓
も
か

わ
い
ら
し
く
、
い
つ
も
心
を
和
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
る
「
お
お
の
城
ま
つ
リ
」
で

す
が
、
踊
り
の
輪
に
参
加
し
て
い

る
人
の
数
が
、
年
々
少
な
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

お
祭
り
の
楽
し
み
か
た
も
、
時

代
と
と
も
に
変
わ
っ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

で
も
私
の
よ
う
に
「
お
お
の
城

ま
つ
リ
」
を
楽
し
み
に
し
て
、
毎

年
参
加
し
て
い
る
と
い
う
人
も
た

く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
お
祭

り
は
人
が
I
人
で
も
多
い
ほ
う

が
、
に
ぎ
や
か
で
楽
し
く
な
る
も

の
。
最
近
は
足
を
運
ん
で
い
な
か

つ
た
と
い
う
人
、
今
年
の
「
お
お

の
城
ま
つ
リ
」
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
（
S
・
－
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
示
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
一

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

3・為，咄咄・

応
援
し
て
く
れ
た
み
ん
な
の
お
か
げ
で
す

松
田
輝
4
Q
さ
ん
（
L
ト
じ
成
・
新
川
）

　

松
田
輝
治
さ
ん
は
昨
年
十
二
月
、

更
生
擁
護
功
労
者
と
し
て
厚
生
大

臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は

長
年
に
わ
た
り
身
体
障
害
者
や
知

的
障
害
者
の
更
生
擁
護
に
尽
く
し

た
功
績
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。

　

松
田
さ
ん
は
戦
争
で
負
傷
し
、

昭
和
二
十
年
に
帰
郷
。
昭
和
二
十

九
年
に
大
野
市
傷
痍
軍
人
会
が
発

足
す
る
と
富
田
地
区
を
代
表
し
て

理
事
職
に
就
任
し
ま
し
た
。
そ
の

後
平
成
元
年
に
副
会
長
、
平
成
五

年
か
ら
は
市
傷
痍
軍
人
会
の
会
長

と
同
時
に
県
傷
痍
軍
人
会
の
理
事

も
務
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
昭
和
三
十
五
年
に
大
野
市
身

体
障
害
者
連
合
会
が
発
足
す
る
と

そ
の
役
員
も
兼
任
。
平
成
五
年
か

ら
副
会
長
を
務
め
る
な
ど
、
今
年

の
I
二
月
ま
で
障
害
者
の
福
祉
向
上

な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
て
き

ま
し
た
。

　
　

「
最
初
に
役
に
就
い
た
と
き
、

み
ん
な
が
私
を
信
じ
て
選
ん
で
く

れ
た
気
持
ち
に
こ
た
え
よ
う
と
一

生
懸
命
や
り
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

に
応
援
し
て
く
れ
る
人
が
だ
ん
だ

ん
と
増
え
て
ま
た
新
し
い
役
を
兼

ね
る
、
こ
の
繰
り
返
し
で
こ
れ
ま

で
い
ろ
ん
な
役
を
や
っ
て
こ
ら
れ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
で
き
る
限

り
社
会
に
貢
献
し
よ
う
と
、
自
然

体
で
損
得
な
ど
考
え
ず
に
や
っ
て

き
た
の
が
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。
今
回
の
受
賞
も
長
年

に
わ
た
り
周
り
の
人
が
応
援
し
て

く
れ
た
お
か
げ
た
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す

ね
」
と
ほ
ほ
え
み
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

こ
え
さ
か

ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

こ
の
指
ち
ゃ
ま
れ
の
会

日
時
8
月
5
日
1
7
午
後
7
時
1
5

　

分
～

場
所
こ
え
さ
か
峠
・
阿
難
祖
地

　

頭
方
白
山
神
社
境
内
（
雨
天
・

　

小
山
公
民
館
）

内
容
雅
楽
・
津
軽
三
味
線
ほ
か

入
場
料
3
0
0
円
（
お
茶
・
和

　

菓
子
付
き
）

持
ち
物
敷
物
（
座
布
団
な
ど
）

　

・
靴
入
れ
（
袋
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
先
こ
の
指
ち
ゃ
ま

　

れ
の
会
佐
々
木
三
郎
さ
ん

　
　

（
豊
6
6
・
1
1
ワ
5
）

講
演
会
の
お
知
ら
せ

㈲
県
建
築
士
会
大
野
支
部

日
時
8
月
2
4
日
4
午
後
7
時
～

場
所
有
終
会
館

テ
ー
マ
大
野
の
町
場
を
元
気
に

　

よ
み
が
え
ら
せ
る
に
は

講
師
大
川
陸
さ
ん
胆
住
宅

　

生
産
振
興
財
団
専
務
理
事

参
加
料
無
料

問
い
合
わ
せ
先
池
建
築
士
会
大

　

野
支
部
事
務
局
脇
本
淳
子
さ

　

ん
（
豊
6
5
・
8
0
0
ワ
）



ハナショウブ3万ホ

　

菖蒲池区で6月16日からロ日にかけて「第2回あや

めまつリ」が開かれました。3千3百平方もの休耕田

を利用して植えられた50品種余りのハナショウブ約3

万本が、訪れた人たちの目を楽しませていました。

てるてる坊主200f個

　

6月口日「ロクロシ・ニコクラブ」のメン八一

らが赤や白、青、黄色など、色とりどりのてるて

る坊主を飾りました。「あした天気になあれ、子

どもたち元気になあれ」と願いを込めながら飾ら

れた2001イ固のてるてる坊主に、六呂師高原一

帯はほのぼのとした雰囲気に包まれていました。

つがみ捕りに歓声

　

6月24日、真名川憩いの島をメーン

会場に「2001真名川若鮎（あゆ）フ

ェスティバル」が開催されました。会場

は、釣り堀や魚のつかみ捕リなどのイベ

ントを楽しむ多くの家族連れでにぎわっ

ていました。

サバブくし「董の官（うたげ）」

　

6月30日、平成大野屋の支店主と市民の交流イ

ベント「夏の宴（うたげ）」が平成大野屋平蔵を

中心に行われました。サバの丸焼きを買い求める

ウォークラリーに続き、交流会ではサバを使った

オリジナル料理も登場。大野の風習にならっだ内

容を通して、お互いの交流を深めていました。

六野地区に社会福祉協議会

　

大野地区内の区長会や民生児童委員会、福祉委

員会など13団体が集まって6月23日、大野地区

社会福祉協議会を設立しました。今後、各種団体

や機関が連携協力し、安心して心豊かに暮らすこ

とのできるまちづくりなどを進めて行きます。

jli書広報課広報広陳｜系豊66・1111
尨詣回生場



話詣回底酒
環境監視員に16人善嘱

　

市内8地区から選ばれた16人が6月28日、市の環

境監視員として委嘱されました。今後、環境汚染の

未然防止を中心とした情報の提供や環境保全意識の

啓発など、地域の環境を守る活動に取り組みます。

読書の喜びを広げよう

　

6月30日から7月1日にかけて、おおの図書館友

の会が「本のリサイクル市」を行いました。家庭で

眠っている本を、必要な人に読んでもらおうと平成

9年から毎年開催。会場となった図書館では、約5

300冊の中からお気に入りの一冊を探そうと、じ

っ＜リと吟味する人たちでにぎわっていました。

富願逼71Cイトヨの里フ1・－プン

　

7月14日、市が淡水型イトヨの保護と水環境

の保全啓発を目的に整備した学習施設「本願清

水イトヨの里」の落成式が行われました。今後

この施設では、イトヨの保護や調査・研究、講

座の開催など、水環境や豊かな自然に対し理解

が深まるよう、さまざまな活動が行われます。

詣旦」川蜷言詣鎧寞迦壱お岫

　

6月16日から亀山周辺整備の基本計画に向けた策定懇話会

と推進会議が始まりました。策定懇話会は、各種関係団体の

代表や学識経験者など15人で、推進会議は、地域の人や学校

・商店街代表と公募からなる42人で構成されています。今後

11月末に予定している基本計画の取りまとめに向け、話し合

いが行われます。なお、これらの会議はすべて傍聴可能です。

関心のある人は、ぜひご参加＜ださい。

「6月16日第1回合同会議」

　

亀山周辺整備についてアンケートに答える

　

委員と一般来場者

「6月30日第2回推進会議」

　

グループに分かれて検討を進める出席者

S．・j・，．沢，s，！．



お
知
ら
せ

8月

公
共
下
水
道
指
定
工
事
店
「

申
請
手
続
き
説
明
会

市
役
所
下
水
道
課

　

各
家
庭
か
ら
公
共
下
水
道
に
接

続
す
る
排
水
設
備
の
新
設
工
事
な

ど
を
行
う
業
者
は
、
市
の
指
定
を

受
け
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
o

こ
の
指
定
を
受
け
る
た
め
の
説
明

会
を
左
記
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

日
時
8
月
2
1
日
米

　

午
後
1
時
3
0
分
～

場
所
市
役
所
大
会
議
室

参
加
申
込
締
切
日
8
月
1
7
日
1

問
い
合
わ
せ
先
下
水
道
課
公
共

　

下
水
道
係
ハ
容
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
2
9
1
）

お
手
伝
い
し
ま
す

　
　

あ
な
た
の
子
育
て

市
役
所
福
祉
課

　

病
気
や
仕
事
な
ど
で
、
家
庭
で

の
子
育
て
が
I
時
的
に
困
難
に
な

っ
た
場
合
、
一
週
間
程
度
を
目
安

に
子
ど
も
を
児
童
養
護
施
設
「
偕

生
慈
童
苑
」
で
預
か
り
ま
す
。

●
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　
　

保
護
者
の
病
気
や
看
護
な
ど

　

で
、
一
時
的
に
家
庭
で
の
養
育

　

が
で
き
な
い
人
を
対
象
に
、
子

　

ど
も
を
預
か
り
ま
す
。

●
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
事
業

　
　

午
後
‥
し
時
ぐ
ら
い
ま
で
仕
事

　

で
、
子
ど
も
（
特
に
乳
幼
児
）

　

の
世
話
が
で
き
な
い
人
な
ど
を

　

対
象
に
、
施
設
に
通
所
し
て
も

　

ら
い
、
迎
え
が
来
る
ま
で
預
か

　

り
ま
す
。

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先
福
祉

　

課
児
童
福
祉
係
（
豊
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
4
8
2
）

国
民
年
金
の
保
険
料
は

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
で

市
役
所
市
民
課
｀

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
皆

さ
ん
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
毎
月
の
保
険
料
を

自
分
で
納
め
に
行
っ
て
い
る
と
、

面
倒
で
つ
い
納
め
忘
れ
る
こ
と
も
。

　

そ
こ
で
、
便
利
で
確
実
な
「
口

座
振
替
」
を
ご
利
用
下
さ
い
。
口

座
振
替
な
ら
指
定
の
金
融
機
関
で

一
度
手
続
き
を
す
る
だ
け
で
、
毎

月
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
、
納

め
に
行
く
手
間
も
な
く
な
り
ま
す
。

　

将
来
の
年
金
権
を
守
る
た
め

「
口
座
振
替
」
を
利
用
し
納
め
忘

れ
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
市
民
課
年
金
係

　

八
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
5
5
）

屋
根
融
雪
装
置

　
　
　

設
置
に
補
助
金

市
役
所
都
市
整
備
課

　

市
で
は
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
自
ら
が
居
住
す

る
既
存
の
木
造
住
宅
に
、
県
が
認

定
し
た
屋
根
融
雪
装
置
を
設
置
す

る
人
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
対
象
と
な
る
た
め
に
は
、

6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

補
助
金
額
設
置
費
用
の
3
分
の

　

1
（
限
度
額
6
0
万
円
）

補
助
件
数
1
4
件

申
込
期
限
8
月
3
1
日
章

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
都

　

市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
豊
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
3
5
2
）

戦
没
者
の
遺
族
に

　
　

特
別
弔
慰
金
を
支
給

市
役
所
福
祉
課

　

平
成
7
年
4
月
に
行
わ
れ
た
、

特
別
弔
慰
金
の
対
象
と
な
ら
な
か

つ
た
戦
没
者
の
遺
族
の
う
ち
、
公

務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
の
受

給
者
が
、
失
権
し
た
遺
族
に
対
し

て
、
国
が
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表

す
た
め
に
、
特
別
弔
慰
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

　

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
満
州
事
変
以
後
の

戦
没
者
の
遺
族
で
す
が
、
平
成
‥
目

年
4
月
1
日
現
在
、
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
を
受
け
る
人
が
、
い

な
い
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

同
じ
戦
没
者
に
つ
い
て
、
前
回

の
特
別
弔
慰
金
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
今
回

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

請
求
期
日
平
成
1
4
年
3
月
3
1
日

請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
福
祉
課

　

社
会
福
祉
係
（
豊
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
7
1
）

交通
安全

剱
r

夏
を
楽
し
く
安
全
に

　

海
や
山
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
な
ど

出
か
け
る
機
会
の
多
い
季
節
。

楽
し
い
は
ず
の
行
楽
が
ち
ょ
つ

と
し
た
気
の
緩
み
か
ら
一
瞬
に

し
て
台
無
し
に
・
：
そ
う
な
ら
な

い
よ
う
無
理
の
な
い
ゆ
と
り
あ

る
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ド
ラ
イ
ブ
中
の
危
険
な
行
動

　

同
乗
者
が
指
さ
す
風
景
な
ど

に
目
を
向
け
た
り
、
後
部
座
席

を
振
り
返
っ
た
り
な
ど
、
わ
き

見
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

お
し
ゃ
べ
り
に
夢
中
に
な
っ

て
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
、
運

転
が
お
ろ
そ
か
に
…
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

強
引
な
割
り
込
み
や
車
線
変

更
、
急
停
止
な
ど
自
分
本
位
な

運
転
は
事
故
の
も
と
。
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う

車
中
置
き
去
り
絶
対
ダ
メ

　

炎
天
下
の
車
中
に
置
き
去
り

に
さ
れ
、
乳
幼
児
が
死
亡
す
る

事
故
な
ど
が
起
き
て
い
ま
す
。

車
内
の
温
度
は
日
差
し
に
よ
っ

て
、
体
温
を
は
る
か
に
超
え
る

温
度
に
ま
で
上
昇
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
車
か
ら
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
子
ど
も
を
連
れ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

夏この館血重進

ヰデンパーン

7月20日～8月31日

　

成分献血が不足してい

ます。皆さんのご協力を

場所：福井県赤十字

　　　　　

血液セニノター



●INFORMATION

3
級
簿
記
講
座

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

日
時
8
月
2
8
日
火
～
‥
日
月
1
5
日

　

本
の
火
・
木
曜
日
（
週
2
回
・

　

全
2
4
回
）
午
後
7
時
～
9
時

場
所
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
容
複
式
簿
記
を
初
歩
か
ら
学

　

習
、
商
工
会
議
所
の
簿
記
検
定

　

3
級
取
得
を
目
標

受
講
料
7
0
0
0
円
（
テ
半
ス

　

ト
代
を
含
む
）

定
員
2
0
人
（
在
職
者
を
優
先
）

申
込
締
切
日
8
月
1
5
日
水

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
職

　

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
6

　

8
4
0
）

腰
痛
教
室
の
参
加
者
募
集

市
保
健
セ
ン
タ
ー

・
水
中
腰
痛
教
室

日
時
9
月
6
日
題
末
～
1
0
月
‥
は

　

巳
禾
の
木
曜
日
午
後
1
時

　

3
0
分
～
2
時
3
0
分
（
全
6
回
）

場
所
あ
っ
宝
ん
ど

対
象
市
内
に
在
住
か
勤
務
し

　

て
い
る
4
0
歳
以
上
の
人

定
員
先
着
2
0
人

参
加
料
3
6
0
0
円
（
人
場

　

料
と
し
て
）

講
師
小
林
亜
矢
子
さ
ん

そ
の
他
障
害
の
あ
る
人
は
介

　

助
者
が
必
要

申
込
締
切
日
8
月
卵
百
面

…
男
の
腰
痛
教
室

日
時
9
月
8
日
士
～
1
0
月
2
7

　

日
本
の
土
曜
日
午
後
8
時

　

～
9
時
（
全
8
回
）

場
所
タ
ケ
イ
パ
ワ
ー
ジ
ム

対
象
市
内
に
在
住
か
勤
務
し

　

て
い
る
3
0
歳
以
上
の
男
性

定
員
先
着
2
0
人

参
加
料
無
料

講
師
武
井
康
弘
さ
ん

申
込
締
切
日
8
月
2
4
日
旁
・

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
保

　

健
セ
ン
タ
ー
（
容
6
5
・
7
3
3
3
）

古
雑
誌
無
料
で
提
供

市
図
書
館

　

平
成
1
2
年
の
1
月
～
1
2
月
に
閲

覧
・
貸
し
出
し
を
行
っ
た
雑
誌
の

一
部
を
、
希
望
者
に
無
料
で
提
供

し
ま
す
。
ご
自
由
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

日
時
8
月
1
0
日
生
戸
午
前
1
0
時
～

　

午
後
8
時
？
‥
は
日
田
午
前
1
0
時

　

～
午
後
6
時
？
1
2
日
旧
題
午
前
9

　

時
～
午
後
5
時

場
所
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
前

問
い
合
わ
せ
先
図
書
館
（
酋
6
5

　

・
5
5
0
0
）

一
明
る
い
選
挙
標
語
募
集

市
選
挙
管
理
委
員
会

　

明
る
い
選
挙
に
関
す
る
標
語
を

募
集
し
ま
す
。
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
も

の
で
あ
れ
ば
、
俳
句
調
、
短
歌
調

な
ど
の
制
限
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

応
募
は
各
公
民
館
に
あ
る
応
募

用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

応
募
締
め
切
り
日
8
月
3
1
日
委
ｔ

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
市
選
挙

　

管
理
委
員
会
（
〒
9
1
2
－
8

　

6
6
6
天
神
町
1
－
1
豊
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
3
6
1
）

一
中
国
語
の
初
級
講
座

市
日
中
友
好
協
会

日
時
8
月
‥
十
日
由
～
9
月
2
9
日

　

汰
の
土
曜
日
午
後
1
時
3
0
分

　

～
3
時
3
0
分
（
全
8
回
）

場
所
有
終
会
館

定
員
2
0
人

受
講
料
2
0
0
0
円

講
師
高
建
斌
さ
ん
（
福
井
大

　

学
工
学
部
留
学
生
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

日
庄
友
好
協
会
（
容
6
5
・
6
8

　

4
5
）

募
集
し
ま
す
県
職
員

県
人
事
委
員
会

　

平
成
1
3
年
度
の
県
職
員
採
用
初

級
試
験
、
県
市
町
村
立
小
・
中
学

校
事
務
職
員
採
用
試
験
、
県
警
察

官
A
（
武
道
指
導
）
採
用
試
験

（
大
学
卒
程
度
）
・
警
察
官
B
採

用
試
験
（
高
校
卒
程
度
）
、
県
女

性
警
察
官
採
用
試
験
、
県
少
年
警

察
補
導
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま

す
。

受
付
期
間
8
月
1
7
日
章
～
8
月

　

3
1
日
章

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
県

　

人
事
委
員
会
事
務
局
（
豊
0
7

　

7
（
h
）
・
2
0
・
C
D
L
T
工
3
c
o
c
o
）

刑
務
官
を
募
集

福
井
刑
務
所
庶
務
課
人
事
課

　

平
成
1
3
年
度
刑
務
官
採
用
試
験

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

日
時
9
月
1
6
日
面

試
験
内
容
教
養
試
験
。
作
文
試

　

験
受
験
資
格
昭
和
4
7
年
4
月
2
日

　

～
昭
和
5
9
年
4
月
1
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
福

　

井
刑
務
所
庶
務
課
人
事
係
（
豊

　

0
7
7
6
・
3
6
・
3
2
2
0
）

立
ち
入
ら
な
い
で

　
　

河
川
の
危
険
水
域

中
島
真
名
川
発
電
制
御
所

　

真
名
川
の
佐
開
橋
上
流
は
、
県

営
真
名
川
発
電
所
と
北
陸
電
力
五

条
方
発
電
所
か
ら
放
水
が
あ
り
、

危
険
水
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
危
険
水
域
に
は
、

立
人
禁
止
の
看
板
や
警
報
サ
イ
レ

ン
が
常
設
し
て
あ
り
ま
す
。
夏
に

な
る
と
、
河
川
に
立
ち
入
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
が
、
周
辺
で
は

十
分
注
意
し
、
危
険
水
域
に
は
立

ち
入
ら
な
い
で
下
さ
い
。

みんなで守ろう大野の地下水
大野市地下水保全基金へ協力をお願いします

　

市では昨年12月、市民の共有財産といえる地下水の

保全に向け「大野市地下水保全基金」を設置しました。

これは地下水保全の趣旨に賛同される皆さんからの寄

付金などを原資としています。

　

基金を活用し、市民や市内の団体などが行う

・保全に関し必要な啓発活動や調査研究事業

・かん養対策事業

・合理的な利用のための施設整備に対する支援事業

など地下水の保全活動に対して補助を行います。

　

当市の地下水を守り、水と緑に恵まれた私たちのふ

るさとを将来の世代に引き継いでいくためにも、皆さ

んの協力を、ぜひお願いいたします。

　　

問い合わせ先

　　　

市役所生活環境課環境保全係

　　　　　　　　　

（a66・1111内線463）
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）
戦
争
中
に
中
国
で
作
っ
た
印
鑑

　
　
　
　

石
田
藤
吉
さ
ん
（
中
野
）

　

中
野
の
石
田
藤
吉
さ

ん
（
八
十
歳
）
の
宝
は
、

戦
争
中
に
中
国
で
作
っ

た
印
鑑
で
す
。

　
　

「
昭
和
十
七
年
の
二

月
に
中
国
へ
渡
り
ま
し

た
。
そ
の
年
の
七
月
ご
ろ
、
普
段
い
た
山
奥

か
ら
用
事
で
町
へ
出
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
少
し
時
間
が
あ
っ
た
の
で
露
店
街
を

歩
い
て
い
た
ら
、
目
の
前
で
印
鑑
を
彫
っ
て

く
れ
る
お
店
を
見
か
け
ま
し
た
。
実
に
器
用

に
、
素
早
く
印
鑑
を
仕
上
げ
て
い
く
職
人
の

腕
に
感
心
し
、
思
わ
ず
作
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
」
横
幅
約
二
・
五
惣
長
さ
約
五
惣
の
「
南

支
派
遣
記
念
」
と
彫
ら
れ
た
ケ
ー
ス
に
は
、

名
前
全
部
が
彫
ら
れ
た
印
鑑
と
、
苗
字
だ
け

が
彫
ら
れ
た
細
長
い
印
鑑
と
が
収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ケ
ー
ス
は
水
牛
の
角
で
、
印
鑑
は

水
牛
の
骨
で
作
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
　

「
当
時
は
、
約
二
十
五
。
・
は
あ
ろ
う
か
と

い
う
重
い
荷
物
と
け
ん
銃
を
背
負
い
、
道
な

き
道
を
毎
日
何
時
間
も
歩
き
ま
し
た
。
何
時

間
も
歩
い
て
疲
れ
て
く
る
と
、
荷
物
を
少
し

で
も
軽
く
し
よ
う
と
、
た
ば
こ
な
ど
持
っ
て

い
る
荷
物
を
次
々
に
捨
て
て
い
く
ん
で
す
。

こ
の
印
鑑
も
何
度
捨
て
よ
う
と
思
っ
た
こ
と

か
。
で
も
一
緒
に
戦
地
を
く
ぐ
リ
抜
け
る
う

ち
に
だ
ん
だ
ん
愛
着
が
わ
い
て
、
な
ん
だ
か

お
守
り
の
よ
う
に
思
え
て
き
た
ん
で
す
」

　

石
田
さ
ん
は
四
年
と
三
ヵ
月
を
中
国
で
過

ご
し
、
昭
和
二
十
一
年
に
帰
郷
し
ま
し
た
。

印
鑑
は
帰
国
後
、
印
鑑
登
録
し
今
も
実
印
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

「
今
思
う
と
、
捨
て
ず
に
持
っ
て
帰
っ
て

き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
の

つ
ら
い
青
春
時
代
を
共
に
過
ご
し
た
唯
一
の

物
で
す
か
ら
ね
。
五
十
年
あ
ま
目
ソ
が
過
ぎ
、

戦
争
の
こ
と
も
だ
ん
だ
ん
と
忘
れ
去
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
が
、
あ
ん
な
悲
惨
な
出
来
事

を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
今
の

人
た
ち
に
き
ち
ん
と
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

市民のうごき

7月1日現在 前月比

世帯数 11，847世帯 十5世帯

人□ 40，502人 十2人

内訳
男 19，406人 －1人

女 21，096人 十3人

6月中の異動
転入 54人 出生 23人

転出 55人 死亡 20人

市内の交通事故状況（9ヵヽ6・s十）

件数内訳
平成13年
6月末

平成12年
6月末

比較

総イ牛数 373件 332件 十∠目件

人身

事故

件数 84件 ワ8件 十6イ牛

死者 O人 ○人 O人

傷者 10ワ人 98人 十9人

物損事故 289件 254件 十35件

表
紙
の
こ
と
ば

　

今
年
か
ら
「
越
前
お
お
の
お

ど
り
」
に
新
し
く
踊
り
の
曲
と

し
て
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た

「
西
谷
も
じ
り
」
。
フ
月
1
1
日
に

上
庄
公
民
館
で
行
わ
れ
た
練
習

会
で
は
、
た
く
さ
ん
の
人
が
熱

心
に
踊
り
を
習
っ
て
い
ま
し
た
。

夏
の
大
野
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

「
お
お
の
城
ま
つ
り
」
へ
み
ん

な
で
G
O
‐
・

編
集
後
記

　
　

「
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
」
を
取

材
し
て
思
っ
た
こ
と
。
自
分
が
最

近
本
を
読
ん
だ
の
は
、
い
つ
だ
っ

た
か
…
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ

レ
ビ
な
ど
映
像
付
き
の
情
報
が
飛

び
交
い
、
活
字
か
ら
想
像
を
膨
ら

ま
せ
る
と
い
う
こ
と
が
少
な
く
な

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
た
ま

に
は
ゆ
っ
く
り
本
を
読
ん
で
み
る

の
も
よ
い
も
の
か
な
と
（
養
）

厘X、、見i！1

　

暑
い
夏
が
や
っ
て
き

た
。
我
が
家
で
も
エ
ア

コ
ン
が
毎
日
フ
ル
稼
働

し
て
い
る
。
も
う
購
入

し
て
六
～
七
年
に
な
る

が
、
そ
ろ
そ
ろ
取
り
換

え
ど
き
だ
ろ
う
か
▼
電
気
店
を
回
る
と
、
ど
の

メ
ー
カ
ー
も
省
エ
ネ
を
う
た
っ
て
い
る
の
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
あ
る
メ
ー
カ
ー
の
「
マ
イ
ナ
ス

イ
オ
ン
の
新
し
い
心
地
よ
さ
」
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
が
目
に
留
ま
る
。
マ
イ
ナ
ス
イ
オ

ン
と
は
、
陰
性
の
電
荷
を
帯
び
た
千
分
の
で
リ

程
度
の
微
小
な
粒
子
の
こ
と
を
い
う
ら
し
い
▼

工
場
の
煙
・
車
の
排
気
ガ
ス
な
ど
に
よ
る
大
気

汚
染
や
産
業
廃
棄
物
・
科
学
肥
料
な
ど
に
よ
る

土
壌
汚
染
の
多
い
現
代
社
会
で
は
、
陽
性
の
電

化
を
帯
び
た
プ
ラ
ス
イ
オ
ン
が
多
く
、
そ
の
よ

う
な
環
境
の
中
で
は
体
質
が
酸
性
に
な
り
や
す

い
と
い
う
。
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
は
こ
れ
を
ア
ル

カ
リ
化
す
る
の
に
役
立
つ
そ
う
だ
。
例
え
ば
滝

の
近
く
や
森
林
、
川
辺
な
ど
環
境
の
良
い
と
こ

ろ
に
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
が
多
い
ら
し
い
。
空
気

の
ビ
タ
ミ
ン
と
も
呼
ば
れ
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
も

あ
る
よ
う
だ
。
こ
の
エ
ア
コ
ン
は
部
屋
に
健
康

的
な
空
気
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ

う
か
▼
先
日
購
人
し
た
ド
ラ
イ
ヤ
ー
も
マ
イ
ナ

ス
イ
オ
ン
発
生
器
を
内
蔵
し
て
お
り
、
育
毛
や

ス
ト
レ
ス
解
消
に
効
果
が
あ
る
と
い
う
▼
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、
寝
具
・
空
気
清

浄
機
・
ネ
ッ
ク
レ
ス
な
ど
、
こ
の
効
果
を
う
た

っ
た
商
品
が
ず
ら
り
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
果

た
し
て
ど
れ
く
ら
い
の
効
果
が
・
…
身
近
で
体

感
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
シ
ャ
ワ
ー
で
も
マ
イ

ナ
ス
イ
オ
ン
の
効
果
が
あ
る
ら
し
い
。
た
っ
ぷ

目
ソ
あ
び
て
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
（
小
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
‐
1
・
・
‐
）
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